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　会員の皆様、新年明

けましておめでとうござ

います。 本年もどうぞ

よろしくお願いいたしま

す。 年末年始の休暇

中に勤務された方も多

いと思います。 年末か

らインフルエンザやノロ

ウイルスによる消化器

疾患なども流行しております。どうぞご自身の健康には

十分な配慮をお願い致します。

　昨年の第1回理事会において、 会長として2期目を

努めさせて頂くことになり、 まもなく 1 年を迎えます。

日々の業務が年々多忙になっていくこともあり、なかな

か活発な活動もできず深く反省している次第です。役

員、委員の方々がいろいろ支えて下さることによって、

なんとかがんばっております。

　年が改まり、 皆様も今年の抱負を持ち、 それに向

かって進んで頂きたいと思います。昨年も私たちの回り

では改正医療法の施行により、 医療機器取り扱いに

関する研修会の実施や保守点検計画の策定および実

施を義務づけられるなどの大きな動きがありました。各

医療機関においてもこれらの実施のために皆様が活躍

され、 多忙な1年だったのではないかと思います。

　更に本年4月からはこれまで医療機器業者様がこれ

まで行ってきたいわゆる 「立ち会い」 が、 大幅に規制

されることになり、それに伴い我々の業務がこれまで以

上に多くなることが予想されます。このことにつきまして

は昨年 10月の第31回研修会で見識を深め、 当会と

しても啓蒙をはかってきたところです。

　以上のことに鑑み、今後県内医療機関でも更に多く

の臨床工学技士の採用が予想されますが、県内に養

成施設が無い等のことから求人数に対する応募がなか

なか充足しない状況が考えられます。加えてまだ経験

が浅く、これまでの臨床業務と平行して十分に新たな

業務をこなすことができない技士が各施設比較的多い

のではないでしょうか。このような問題点も今年はみな

さんと一緒に考えていきたいと思います。

　さて、 平成20年度の当会の大きな事業といたしまし

て、中部臨床工学技士会連絡協議会の第9回学術大

会を 11 月 8 日(土)、 9 日 （日） に富山県で開催する

ことになりました。 平成12年に三重県で第1回目が開

催され、各県持ち回りで今年が2巡目の当県開催とな

ります。 宮野副会長に実行委員長をお願いし、 有意

義な大会にしたいと役員一同知恵を絞ってがんばって

います。 会員の皆様の必ずのご参加をお願い致する

次第です。

　末筆となりましたが、本年が皆様にとりましてすばらし

い年でありますよう祈念致します。今後ともご指導ご鞭

撻を賜りますようよろしくお願いいたします。

【重要】 医療法改正のお知らせ　　　　

　　医療機関等における医療機器の立会いに関する基準　　平成 20 年 4 月 1 日施行

http://www.jacet.or.jp/contents/02jigyo/pdf/kaishi29/29_5.pdf

　　詳細は下記URLへアクセスし確認ください

緊急告知 ： 業務マニュアルの見直しを！
昨年末に心臓カテーテル検査で、臨床工学技士が絡む感染事故の報道がありました。

院内医療機器安全管理者の立場から各業務マニュアルを今一度見直しましょう。

関連記事
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http://www.asahi.com/health/news/TKY200712250372.html

http://www.toyama-ce.gr.jp
http://www.jacet.or.jp/contents/02jigyo/pdf/kaishi29/29_5.pdf
http://www.asahi.com/health/news/TKY200712250371.html
http://www.asahi.com/health/news/TKY200712250372.html



